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ザ
I
光
棋
に
よ
る
光
由
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
は
、
み
な
さ
ん
そ
夢
の
世
界
へ
誘
う

ζ
と
で
し
ょ
う
。

ム
M
制
制
問
問
中
の
交
官
理
規
制

人
の
流
れ
の
規
制
の
外
に
、
今
年
も

七
夕
期
間
中
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

前
か
ら
東
海
道
本
通
り
へ
誘
導
し
た
あ
す
a

東
海
道
本
通
り
の
中
心
弱
官
僚

と
、
竹
飾
り
の
宇
治
丸
東
か
ら
街
へ
向
か
は
、
七
乏
期
間
中
全
面
交
通
止
め
で

っ
て
阜
砕
い
て
い
た
だ
き
、
市
民
プ
ラ
ザ

7
9
ま
士
、
紅
谷
町
、
拐
村
町
、
見
附

前
の
交
差
尽
か
ら
、
海
岸
南
押
緯
を
遇
釘
な
と
も
規
制
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
、

っ
て
明
石
町
へ
抜
け
る
と
い
う
、
回
選
八
間
通

P
か
己
責
海
道
本
通
り
へ
の
乗

性
を
も
た
せ
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
り
入
れ
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

め
、
東
海
道
本
遜
り
を
市
民
プ
ラ
ザ
前

会

パ

ス

乗

り

場

の

移

設

か
ら
、
東
へ
向
か
う
コ
!
ス
は
規
制
さ

守

れ

ま

す

。

パ

ス

目

張

り

障

り

す

る

崩

所

が

一

部

犠
市
民
の
み
な
さ
ん
二
万
尋
行
に
協
絞
わ
り
ま
す
。
厚
木
方
語
、
伊
勢
鼠
方

留
力
し
て
い
た
だ
き
、
観
光
客
の
リ
!
ダ
記
、
秦
野
方
笛
の
パ
ス
乗
り
場
は
、
駅

的
ー
と
し
て
、
混
雑
揺
和
に
協
力
を
お
騎
前
大
通
り
の
電
報
電
語
局
側
に
帯
さ
れ

恥

い

し

ま

す

。

ま

す

。

時

間

担

、

平

自

が

正

午

か

ら

最

脚

終

ま

で

、

土

a
B曜
日
が
午
前
十
時
か

a

カ
レ
i
ザ

i
光
線
も
ら
最
終
ま
で
変
わ
り
ま
す
。
お
間
違
い

暗
躍
し
朝
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
七
夕
の
な
い
よ
う
に
。

叫
ま
つ
り
を
感
り
上
げ
る
各
種
パ
レ
ー
ド

会

準

で

の

見

物

は

透

慮

を

、
メ
イ

y
と
な
り
ま
す
。

し
物
」
が
考
え
ら
れ
、
製
祥
が
始
め
ら
人
と
昨
年
四
一
百
八
十
五
人
を
大
幅
に
上
木
造
り
ま
と
い
行
進
で
七
夕
ま
つ
り
無
軒
駐
車
場
は
、
ォ
i
ミ
ケ
ン
ジ
所

れ
ま
す
が
、
マ
ル
秘
の
う
ち
に
伴
業
が
回
る
応
募
者
で
、
相
変
わ
ら
ず
白
人
気
の
閉
幕
を
し
、
ミ
ス
七
夕
由
披
露
パ
レ
有
摘
し
か
あ
り
ま
ぜ
ん
。
車
で
の
克
物

進
め
ら
れ
る
の
で
、
は
っ
き
わ
と
し
た
で
す
。
コ

y
テ
ス
ト
は
、
六
月
十
七
日

1
ド
、
川
蹄
市
情
防
局
音
譜
段
、
市
内
は
と
遠
慮
三
だ
さ
い
。
市
営
紅
谷
町
駐

ζ
と
は
、
七
夕
ま
つ
D
が
賄
ま
る
ま
で
(
臼
)
市
民
セ

y
タ
!
で
開
か
れ
ま
す
小
学
校
晋
諜
融
パ
レ
ー
ド
、
七
夕
お
と
車
場
は
、
臨
障
問
仲
締
が
交
遜
止
め
と

わ
か
り
ま
せ
ん
。
が
、
黒
た
し
て
ど
の
お
揮
さ
ん
に
、
ミ
り
前
民
総
お
ど
り
、
ミ
ス
七
夕
・
七
夕
な
る
た
め
、
駐
車
場
の
利
用
は
で
き
ま

富
町
、
特
選
に
選
ば
れ
て
い
る
滝
口
ス
七
夕
白
世
田
叫
が
渡
る
の
か
興
味
由
あ
の
女
王
市
中
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
擦
り
だ
せ
ん
。

カ
パ

Y
居
や
片
野
屋
な
ど
も
、
構
曹
に
る
と
こ
ろ
で
す
。
く
さ
ん
む
ホ
ッ
ト
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意

半

年

、

製

作

に

半

年

か

け

る

と

い

う

迂

さ

れ

て

い

ま

す

。

E
D外
、
今
年
は
特
交
案
内
所
の
ご
案
内

ど
の
援
の
入
れ
き
で
、
丹
精
乙
め
州
合
制
観
光
客
は
一
方
通
行
に
霊
大
学
理
ト
護
学
研
究
所
の
協
力
紅
谷
町
駐
車
場
の
市
民
プ
ラ
ザ
高

笈
の
設
、
甑
り
姫
と
一
彦
患
が
矢
田
川
上
品
な
中
間
色
が
特
徴
で
、
仕
掛
け
物
ル
ス
で
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
骨
師
り
が
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
観
光
客
三
百
万
人
の
混
雑
を
蝿
和
し
に
よ
り
、
レ
ー
ザ
ー
光
緩
に
よ
る
夜
空
放
し
、
総
合
課
内
所
を
設
置
し
ま
す
。

一
護
一
り
、
年
に
一
度
の
逢
穏
を
楽
し
む
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
で
人
気
の
あ
る
な
ん
だ
も
白
も
、
か
な
り
登
場
し
長
う
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
抽
出
た
輯
光
客
む
の
芸
時
「
ス
ペ
ー
ス
ラ
プ
・
ア
ァ

y
タ
モ
の
外
、
富
士
課
行
前
、
駅
北
口
、
開

と
い
う
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
物
語
が
「
キ
ン
肉
マ
ど
や
横
眠
時
へ
の
重
な
雰
囲
気
で
す
。
会
ミ
ス
七
夕
に
一
宮
人
一
方
通
言
、
今
年
も
実
施
す
る
こ
と
ジ

1
」
が
、
韓
岸
南
伸
綿
と
品
明
石
町
通
口
、
西
口
に
案
内
所
を
設
鐙
し
て
、
第

「
七
夕
」
で
す
。
が
訣
ま
っ
た
「
臼
本
丸
」
な
ど
が
匙
抽
出
闇

ζ
白
ょ
う
仁
揺
年
話
器
姐
を
投
げ
か
け
七
夕
ま
つ
り
に
花
芝
居
耐
え
る
「
ミ
ス
に
な
り
ま
し
た
ロ
り
の
交
差
沖
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
夏
白
内
や
迷
い
三
ヂ
、
急
病
人
の
お
設
な
ど
を

今
年
の
竹
飾
り
は
、
原
告
を
避
け
た
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
サ
Y
ぜ
る
竹
飾
り
は
、
問
問
月
む
ろ
「
今
年
の
出
七
夕
コ

y-テ
ス
ト
」
は
二
一
百
二
十
七

ζ
の
一
方
通
行
は
、
人
の
流
れ
を
駅
夜
空
を
拝
る
竹
飾
り
の
夜
長
と
、
レ
l

行
い
ま
す
。

夏
の
悶
刷
物
語

n
七
夕
ま
つ
一
の
H
M

が
今
年
も
や
っ
て
毒
ま
し
許
可
す
で
に
、
商
活
街
丈
は
、
竹
師
。
の
製
作
も

最
孫
、
段
脚
聞
に
入
り
、
最
擾
由
仕
上
げ
に
余
念
が
あ
り
ま
ぜ
ん
。
ミ
ス
七
夕
コ
ン
テ
ス
ト
も
二
百
二
十
七
人
由
一
応

募
者
が
あ
P
、
六
月
十
七
百
市
民
セ
y
b
m
lで
閣
か
れ
る
コ

y
テ
ス
ト
で
、
ミ
ス
七
夕
の
誕
空
を
待
つ
ば
か
D

で
す
。
そ
れ
で
は
、
援
し
物
も
ほ
ぼ
決
ま
り
一
ま
し
た
白
で
、
七
夕
ま
つ
り
の
一
詰
問
闘
を
-
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

人口 225，783人
設帯 71，758t量帯
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由叩-&

市
内
の
交
連
死
亡
事
故
「
ぜ
ロ
」
の
自
ゑ
臼
土
谷
間
続
け
て
舌
た
が

五
月
に
入
り
一
転
し
て
、
痛
ま
し
い
死
亡
苓
裁
が
多
持
し
た
。
己
れ
で
、

五
月
末
ま
で
の
交
通
事
故
は
二
百
七
十
羽
件
、
死
者
は
七
人
と
な
っ
た
。

特
に
、
一
一
輪
車
事
故
国
増
加
は
著
し
く
、
な
か
で
も
若
年

E
フ
イ
パ
!
と

掃
人
の
交
通
事
故
白
増
加
は
櫨
め
て
哩
慮
す
べ
き
状
祝
と
な
っ
て
い
る
。

県
交
遜
安
全
対
構
協
語
舎
で
は
、
七
月
を
「
ニ
輪
車
交
通
事
故
防
止
強
化

月
間
」
と
定
的
、
受
通
安
全
一
大
キ
ャ
ン
ベ

i
yを
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
七
月
八
日
に
は
一
一
輪
車
交
通
事
故
紡
止
県
島
臨
時
干
る
み
掴

南
・
県
西
大
会
を
農
業
会
館
で
箆
童
、
安
通
安
全
控
訴
亙
る
乙
と
に
な

っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
も
交
遜
ル
ー
ル
宇
ザ
D
、
市
(
通
事
散
の
加
害
者
ま
た

被
害
者
に
本
b
ぬ
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

7
開
刀
法

一向戸市叫晶

農業 F軽水務 iこ水

今年も田植え時期を迎え、綾襲

用水路等白取水時期となった。

ζれから用水路零，0)水E置が増え

危喜美となる白で、用水路や消ポせ

きなどで子慌たちが遊ばぬようとき

注意を。

平
塚
市
名
替
市
民
の
世
河
野
謙
一
ユ
氏

を
た
た
え
る
胸
慢
が
完
郭
レ
、
五
月
十
胸
慢
の
開
に
投
べ
ら
れ
、

噂
四
日
市
役
記
間
一
陽
市
弱
点
1
ル
で
除
幕
と
幸
せ
を
見
ま
も
る
よ
主
に
、

相

式

が

行

わ

れ

た

。

ー

ん

の

中

央

に

賢

か

れ

て

い

る

。

坪
司
典
は
、
留
子
朱
亡
人
ら
丞
族
と
市

動
欧
功
労
者
K
旦
関
略
者
百
三
十
人
が
出
席

緩
し
、
石
川
一
一
民
一
市
長
白
式
辞
白
あ
と
、

蕊
故
河
野
謙
一
一
一
戻
白
系
離
鞠
乎
さ
ん
(
包

浦
揖
)
と
市
長
、
伊
藤
局
柏
市
輯
会
議
長

ん
白
一
一
一
人
目
苧
に
よ
っ
て
除
帯
さ
れ
た
。

日

E

C

白
ブ
ロ

y
ズ
揮
は
、
呂
長
会
員
の

陽
極
輯
一
諸
規
民
(
川
崎
市
中
原
在
住
)
に

醐
依
頼
し
て
一
製
作
し
た
も
白
で
、
髪
を
ー
七

;
一
一
一
に
分
け
た
掃
酬
は
、
故
河
野
謙
一
ニ
氏
に

そ
っ
く
担
。

胸
慢
は
、
実
兄
φ
故
桐
野
一
郎
民
と

市
民
知
相
談
実
お
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

O
A措
法
措
相
談

{
6
月
間
即
日
〈
火
〉
、

7
月
3
B
(火〉

O
行
一
致
醤
議
泊
議
百
時
1
珂
時

。
一
般
法
樺
相
談

7
R
5日
〈
木
〉
、

7
月
刊
日
〈
火
)

予
約
制
〈
埼
語
で
も
守
)
、
吋
同
時
i
m時

。
宅
地
議
物
相
語

6
月
世
初
日
(
火
〉
、
日
時
3
珂
時

予
約
制
(
電
語
で
も
可
〉

〈
〉
鷺
語
、
棋
託
、
灘
護
措
議

7
月
四
日
(
金
〉
、
刊
日
時
1
日即時

。
住
宅
拍
相
談

6
月
四
日
(
火
〉
、

η時
1
刊即時

。
出
比
倒
茸
金
相
銭

7
向
付
ロ
円
〈
木
)
、
問
時
f
日
時

。
一
線
開
民
相
談
毎
日
〈
た
だ
し
、
土
曜
日
は
花
時
ま
で
、
臼

輯
・
祝
日
は
臨
〈
〉

。
消
費
生
活
穏
談

6
月
百
(
金
〉
、
習
(
金
〉
、

7
月
6

日
(
金
)
、
ぬ
時
1
話
時

。
発
明
喝
罪
特
許
相
談

7
R
9日
守

G
m時
1
日
時

。
下
務
取
引
相
談

6
月
幻
自
(
末
〉
、
均
時
お
分
j
v四時

青
少
年
制
相
談
室
〈
市
民
セ
y
h
m
l二
階
)

お
!
七
一
一
一
二

月
1
金
藤
日
9
時
f
m時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福
祉
会
館
お
!
二
三
一
一
一
一
一
一

中
心
配
ご
と
掲
載
毎
週
湾
瞳
百
〈
欝
五
か
ー
除
ぞ
)
、
認
時
1
応
時

。
一
母
子
相
談
毎
週
斉
f
金
曜
日
、

9
時
1
均
時
初
分

。
家
庭
先
議
相
談
毎
混
月
〈
人
留
曜
日
、
自
時
I
M時

。
高
齢
者
職
欝
福
談
毎
週
月
i
金
曜
日
、

9
時
鈎
分
5
M時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

。
一
場
人
指
紋
門
口
毎
週
火
・
木
盟
百
(
た
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は

休
み
〉
、
午
前
四
時
I
U時



マ

五

月

十

七

B
に
、
市
議
会
餓
時
金
が
聞
か
れ
た
。
今
議
会
で
は
、
事
常
任
委
員
会
要
員
白
改
選
が
行
わ
ム

マ
れ
、
各
委
員
会
白
番
員
長
、
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
長
か
ら
昭
和
六
十
年
開
概
念
宮
掘
し
τ

ム

マ
て
い
る
仮
称
大
原
小
学
校
白
校
舎
新
築
な
ど
、
工
事
請
負
契
約
白
締
結
に
つ
い
て
穴
案
件
が
提
架
さ
れ
た

A

マ
が
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
J

可
決
さ
れ
た
。

第395号(3) 

融jゐ白1:

①イせA走者はコ主時

で
に
出
70

A
M
収
集
損
所
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、

出
す
と
柔
ほ
放
り
投
げ
な
い
。
車
町

中
か
ら
放
匂
投
げ
る
マ
ナ
!
の
悪
い

方
も
い
る
が
、
必
ず
箪
か
ら
蕗
り
て

狭
い
範
囲
に
ま
と
め
る
。

ム
M

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
方
や
不
法
投
棄

者
が
い
た
ら
市
役
併
に
C
連
絡
を
。

ま
た
、
パ
ト
ロ
i
ル
車
も
巡
回
し
て

い
る
の
で
、
安
事
や
情
報
等
も
お
知

ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

食
ご
み
を
出
す
損
所
由
中
で
、

5月17認〈邸〉
午前S時から ('J、綱決行コ

当日は午前7時に花火で予告の合留を

します。雨天の場合は順延 6月248 (日〉

溝手事するところ

G自宅付近の道路

。広場、公豊富、子棋の遊び場

。1}共の場所

君主
米次ちα!llT主自づき下ミ主主。葵Lしd!l1Y:

-::L 

「世ii1lでうるおいのある緑豊かな消樺なまちj は、市民すべてむ車買

いです。しかし、まちの一割問主、心ない人によってよなされ、多〈

の人に迷認を11>>:1ています。

モζで、今年もきを化推成主E只を中IL，~こ、神奈川 iク D ←ン運動的一

環として「まちぐるみ大筒陥Jを行います。市民申告さんも自宅付

近の公共土功!i自治犯に害加してください。

平塚市美化運動実施本部

担当環境栴生管恕諜 m話23-1111内 綜239



E揚地主主1

6月158 河内自治会

6月16日 高根自治会、

横領ゴム徳延社宅日治会

6月 1811~20FJ 純白治会

6 月 21B~22 臼 徳延自治会

日 ~26 日 万問自治会

6月27日 工山下自治会

6f128日-....29臼 下山下自治会

{吉司地区1

6 fJ3C日 中 5沢自治会、干吉沢自治会

7 Jl 2日 土吉沢日治会

E土農地主主1

7月 4口 火寺分間治会

7Jl513 大庶子分民治会

'1 Ji 6日 惣積分自治会、よf忽領白治会

E八曙地区3

7n7日 よ自J自治会、高野釘自治会、

よ3仰1 関野民自治会、

平塚ニューライフ自治会

7月 9日 間端自治会、松模自治会、

旭町叶治会

7 JJlOEl百沼間治会

7 JJl1日坂戸自治会

{真土地区3

7月13臼 大寓二七東君J第一同治会、

大真:とZ夜間f第二日治会

7 Fi14f1 大高士三括行治会

7 J:l1611 大J!"J;::.t二pqffiT円治会

71J17円 今思車問?門会、今宝問自治会

今里lJgf.:j治会

7 Jj18日 真土北町I目前会、真士産自

柏会、真土入信J自治会

花
水
川
沿
い
地
区
の
い
っ
水
解
消

の
た
め
、
建
設
を
遜
め
て
い
た
「
平

車
市
離
ケ
丘
ポ
ジ
ブ
場
」
が
完
成
し

五
月
十
日
温
水
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
世
ケ
丘
王
山
ン
プ
溺
は
、
時
水

と
一
雨
水
在
処
理
す
る
四
基
む
ス
ク
p

ユ
?
ポ
ン
プ
が
備
え
ら
れ
、
花
水
川
川

近
〈
白
上
平
塩
、
桜
ケ
丘
、
中
田
平
な

ど
の
潟
水
と
汚
水
(
開
労
京
T
人

診
を
処
理
す
る
。

い
ま
ま
予
ほ
、
高
抵
の
業
が
あ
D

烈
之
宮
田
相
撲
川
流
棋
下
水
一
塩
終
末

処
理
場
へ
送
事
乙
と
が
で
丸
子
、
花

水
川
川
へ
排
水
し
て
い
た
が
、
ポ
Y
プ

境
白
完
成
に
よ
D
、
圧
送
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
本
悶
の
と
き
な

P
歳
力
者
一
発
揚
す
る
。

く〉申し込み
予約ι〉μ吏け付けを行っ ζいる。

は金融機閣の窓口に開いてある。

民毘鐸註をt主けるときは交通安全諜〈内総25
4)へゑ:>!:'¥iい合わせを。

市へのご主主Jl，や喜EE室、議穏などが

あったら、お気援にお出かけを。

5月21霞

‘ 1 日時~12時 室富士見住民館

・ 14時~16時 41ll:町内会館

6 Jl28臼

・ 10時~12時宮沢弘民暗

・ 14時~16時土屋公民館

間当広報課品;礎部〈内綿 355)



五広幸譲ひらつか第395号(5) 

洗
剤
白
ア
ヲ
が
い
っ
ぱ
い
の
ま
す
。

川
、
基
T
に
宅
て
ら
れ
て
い
る
家
庭
か
ら
は
、
調
麗
〈
ず
や

む
み
。
自
の
前
日
じ
見
で
み
る
と
食
事
の
残
り
も
の
な
ど
が
、
流

主
て
も
購
い
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
ら
排
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ

で
も
、
子
供
た
ち
が
遊
ん
で
い
り
ま
す
。
一
一
軒
で
ば
少
し
の
撞

る
き
れ
い
な
川
浄
昆
て
、
ほ
つ
で
も
、
そ
れ
が
築
ま
る
と
川
を

と
し
ま
し
た
。
汚
し
、
海
や
汚
し
て
し
ま
い
ま

私
た
ち
の
蓄
に
さ
欠
か
す
。
ま
た
、
洗
濯
由
洗
剤
主

せ
ま
せ
ん
。
水
道
の
蛇
口
を
ひ
器
洗
い
な
ど
白
洗
剤
も
、
川
を

ね
り
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
汚
す
厳
罰
に
な
り
ま
す
。

出
て
く
る
式
。
乙
白
水
は
、
川
遠
い
源
か
ら
、
大
地
そ
潤
し

か
ら
や
っ
て
章
子
。
生
活
に
役
立
ち
人
中
心
を
な
む

歯
に
示
し
ゃ
れ
雨
模
湾
の
汚
れ
ま
せ
な
が
ら
枯
刷
れ
る
川
川
。

ζ
白

白
原
習
を
一
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
川
で
、
子
供
た
ち
が
水
遊
び
し

生
活
排
水
段
万
が
、
産
業
排
水
て
る
嵐
長
を
、
平
援
の
す
べ
て

合
間
信
近
〈
も
海
を
汚
し
て
い
の
川
明
白
見
た
い
も
の
で
す
。

く〉青宮城ケ丘プー}" 駅構口からパス 2番融市内田り f市営プ}ル前」下車

く〉瀦湾海岸公園プー)!.- 問上のパスで f椴関混信公園」下車

・開設期間 7Yl1臼-8月31包 午前 9時~午暁4時30分
・ 入 場 料 小 中 学 生80円、高校生以上20WJ
出 7月 2日から20日まで学校水油教室が閣かれるので、

ケ丘プーノレは、月~金曜日田午前と午後、

ノレは丹~土隈目白午前中。〉

φ8月 3日の11附 7海岸公隠プールは、由学校水t泳競技大会のため使用できません。

自由!こ和IJF詩できますわ〈鮪料開放J

開放鴇自 卓球、ノてドミントジ、パスケット、

軟式庭球(13-16時〉、、ノミレー(16-2時〉

間各撞呂とも、ラケッ h シャ打ι、ポー)C
は必ず各自持審査。(部育館には用意して

ありません/)

5月18尽〔月〕午後 1s寺~8a寺

7月16段(丹〉グ

理動的できる服装で参加し、上ばき用¢趨

動くつを用意して〈ださい. (j需内は土足離

望書です固〉競技場内で白歌貴は禁止です.
越さ語体育関電話31-3060



骨えほん

カYチノレとわに

おさょっぽさ

つるになったてがみ

動物どうぶつABC
とんちゃんのトマト

のうさぎとねこりポテ

ζ びとの村由おひさまヲイジ

申読みもの

小さな鞍土たち

ちび犬テモちゃん

クロカニ号白冒険

夜耳目けまえの物語

おヘモに吠識を

きいちとき野原の春体み

ニコラ白すてきな夏休み

主主とぷキ1JYと青いゆめ

ヲイYのすきなねずみたち

おかしなおかしな康訟のかがみ

申その抽

コアラ

ゲンジボタル

いろあわせ

4活話回くる水揚

お曲がり自力ツパ

カ Yクドパチの世界

出 ζ 白ほかにも、いろいろ新し

い本があbます。

*ブラヰラFザウムのE君体予約

主主体み中田プラネ夕立つム窃悼観覧の予約

者受け付ける。部体扱いは20人以上。予約で

きるのは、 7月21日から 8月初日までの毎i車
京・木圃士主翼日11時に投影するもの。制金は

個人 1∞円が3割引く70fIJ)となる。

ζれ以舛白投影観覧非は当日発売で、団体

扱いとはならない。 CT京を。

団体観覧の予薬句。立、博物館管理時ヘロ

*1語然観察会{大.wJIIを訪ねて」

モミの原生粧や丹沢白岩石等を親童書する。

・日時 7月 8呂仁田) 8時-17時
-場所 大山中腹、コペ山111二重海付近

・申し込み 6月25臼までに往復はがきで。

多散のときは抽せんで30人。雨天中止。

安土壌観察会「良然新腐を作ろうJ

自然む中で観察したζ とをまとめ、みんな

-日程 7月14日〈土コ夏目雑木林〈宮沢〉、

7月28日 E土)yパメ白ねぐら〈田村〉

・申し込み 60円切手をはった封筒を開封の

うえ博物館へ。

*~重湖特別~.記念講演会

夏期特別展「神謀illの化石一よみt，lえった

ナクマY象展j 的事ι念講演会を行う。

-臼碍 7月22臼〈日)13時-15時
湯所博物館講堂

・諮問1横軒留立大学教授長谷川善和民

テーマ神京)11由化石章表

・申し込み 7月15臼までに往復はがきで。

広韓ひらつか

*I':l然綴察入門講座「水生生物j

京生箆虫、臨ガビ貝など京主主役物白調査法を

翼習し、本四時れとの関連を調べる。

・臼程 7月24日、 25日、 28日の 3臼閤

・時間 9時-16時
場所花刑11、栗野市春岳沢、博物館

・申し込み 7月10日までに往復はがきで。

3日開審加できる方に限る切

会水彩教室の生徒募集

静物をモチーフに、 t苗牢を主拡にした彩色

白デッサYを行う、市民のアト!lエ・第6回

オ必教室苦闘〈。

-日程 7月24日-28臼、 8月 1臼-3臼

事場所博物館 講堂

・対室長 高移住E以上 30人
毒自し込み 6月30日までに往復はがきで。

住所、民名、年齢、霞話番号を樹記する勾

*サマーセミナーを筒く

夏休みに、 2泊 3臼で自然観買や星座由臨

模などを行う。

・日程 8月21日〈火)-8fl23臼仁木〉

‘場所樟久井青理由寵

・対盟小学校5年~中学校 3母 40人
・酵耳i費 1人 6，500円〈交通費、宿泊軒、

賞事代、教材星空等を含む〉

・応彦事締め切り 7月10日びく〉必着

・申し込み案内欝を受付で配布している。

郵送希望の方は、邸内切手間封由うえ、住

所、氏名、郵便番号を明記し申し込みを。

合体重官尽 毎週月曜日、月末

食博物棺 干254浅罪輔J12-41電話33-5111

会楽しい気象塁手

期日 6月23日 ι士〉、 6丹羽田 E上コ

・時間 17時-2C時
・講師気軍大学校教授沼田学民

・対象高校生以上の青年 30人

古今野外活動研修会

企留から濁営まで、キャYプに関するま8目lit
や技術を拡系的に身につける実践教案。

'期日 7月 88仁田)10時-16時、 7月14
包仕二)-7 fl15臼 (8)1治

・指導 日本レク旦ェーション協会

・対室長 高校笠以上巴青年 30人

台第12[ij]ナイトハイウ
]i[の夜、星空や夜景を見ながら揖己う。

づ朗自 7月21日〈土)18時30分-7月228
仁臼) 8D寺

'行き先 松田町主宰方問仁徒揖約400*、帰路

はパス〉

，対象 一 般 100人仁幼児は責任者向伴、 65
歳以上は鑓鹿診蹄君子そ持夢ずる〉

(6) 

移動鴎書館あおぞら号の日程

民金岡公民館 1 6月29日 7月13臼
ふじみ野部地集会所 16月 16臼 7月 7日

土屋小学校 1 6月198 7月 3日

東吉沢公民館 1 6月198 7月 38
出掛蒐E小学校 1 6月208 7月 4日

金目小学校 1 6月21日 7月 5自

民みずほrJ学校 1 6月21白 7月 5日

間万E!l員器市営住宅 1 6月228 7月 6臼

海窪寺 1 6月初日 7日10日
》延長菱自公民館 1 6月26日 7月初日

東田村ちびっ子広場 1 6fl27日 7月11日

棋島公民館 1 6月28日 7月128
民岡崎公民館 1 6月別 7月間j
-調設時間 13時3日分-14時30分a ただし、

ふじみ野凶地襲会所は14時-15時、民向日は

15時-1閉そ子。雨天むときは中止。

-事耳lf聖 1.8間同(小学校以下1.500f弓〉
なお、夜食を持率診する。

会催し物の申し込み噂話、または来館を。

食休館臼毎週月曜臼

合膏昔年金館

干254浅間町12-41 鐙話32-702宮

会映画会

・6fl178 C日)1α問、 14時 3讃ホ}ノレ

f籾んでるおばあちゃんJカラー30分
I栢模i曹の夏j カラー23分

カこども映画会

・61"24白〈自)1日時、 14時 。3階ホール

「ピノキオの字帝大霞険jカラー60分ス

ピー?ごと旨検、そして沼代的な斜学在組み入

れたすばらしいアニメーショν技術と、畏し

いカラ」で作られた大作。

7月15日〈臼)1閣寺、 14時 . 3暦ホーノレ

「ケンちゃんミカちゃん由不思議な旅Jカ

ラー21分布金を主題にした現代目メノレへ/.

「ふらいばんじいさんJカラ-21分やさ

しさや物愛式市にし、人に税切にする己とを

知ってもらう物語。

*0緩から本が借りられる

本音傍Eフるには、まず登録が必要であるa

O成から小学6年生までは、 1階 ζ ども震で

保"~者四方が笠撮手調きを。中学主主以上は、

2~雪氏出主主で受け吋ける。

本は、 1人 4冊まで、 2;盟関借りるζ とが

できる。こども震には、読み物、結京、昔話

や掛学、ヱ作田本がたくさんある。紙芝居も

ある自で、 ιども会など白行串にな利用者。

食休館日 百ぷ盟n昭司、月末

吉年問望書館 干 254浅濁IIITI2-4 1宮童話31-0415



圏構 1期、 3箇受ける

・対象 2麓 (24か月〉から4歳 (48
7か月〉までむ幼}~Q なお、接種間続

は 2也、 3聞とも 3週間から 8週間。

翻揖2期 1窃受ける

・対象 第 1期の3回目が鰐わって

から 1年以上1年 6か月以内白期間

に受ける.なお、第 1期を早めに受

けて、揮2期もなるべ<4揖までに

終了するようにしていただきたい.

[7 FJl 
25臼 中京公民館、金日公民館、

出岡崎公民館

268 神田公民館、民会自公民館、

民投島公民館

27日揮健セYター

区韓ひらつか

予罪者接種 1~ カレンダー この臼稜衰を見やすい所へ

議会訪晶 龍縫センタ」

重富受付午韓 1時 -2時

覇軍母子健罵苧樫本間・別冊と措記潟

県を持夢 (3か月児は本冊のみ〉

[3;o、FJ!尼1
7月 4日 59年 3月 1臼-10日住

7丹羽目 的 年3月118-20日主主
7月25臼 59年 3月21日-31日空

[3描児3
7月 58 56年 5月 1臼-10日空

7月19日 56年 5月 11Fl-初日生

7月26日 56年 5月218-31日生

健康相談
とき毎沼月、金曜日

〈午前中のみ〉

・と己ろ樺鍵センター

電話34--0311

内容成人病にヨいて

え』

お 13 規格

お〉平1tt Iん 3k， 
合此洗剤 2.65均

サラダ?由 7009 
しょうf由 1_Q_I'{'Jク

れP土60m州入

!Ji 肉i屑 1009

3乃~ JJBI MlO似入

品じ1.丸1009
じゃがいも 1k， 
みそ 1k， 
食パ ;/1 1斤

マーガ');/12259入

プロパン 10m~

灯 油 I18 Q配達

d売商スーパー

8831司 834円

886月 897円
306F弓 316円
25う円 2!'l1円

212内 213円

178内 17R円
202F弓 195月
164円 144月

277F弓 333円
305コ'31 309円

154円 52月

187円 184円

4.917内 一一一
1.5∞月 一一一

。とき 7 月 26臼(木)~31 臼(火〉

0ところひらつか市民ブラサe

E作品の内容1
2者掛から手づ〈りで製作した生活用品実用

品、霊長飾Eるなどで展示等に不便でないも由。

G!)、絵図、写真、彫刻などは除く〉

@応事方法はがきに住所、氏名、年酷、職

業、母言語、 f~Sû名、作品の大きさ〈たて、

よ乙、たかさ〉、主主抗在記入し、 「干254
平境市見回J密T15-1市民センター内ひらつ

かカノレチャー教室」へ。 is話 32-2235

φ受付期鶴 6月20日 α()-7月10日〈火〉

75歳以上田方に、はり、きゅう、品んま、マッサージ

指 EEの施術費白助成そ行っています。

。対重表 明治42年 5月31百以前に住まれた方は、 6枚

交吋、証耳治42.年 6月 1日から明治43年 3月31日まで

に生まれた方は、 75麓になった月から 2~'月に 1 枚

の百j告で交付します。

。受瞳持 1牧につき町内の自己負担

く〉申し込み 印鑑と年齢を証明できるものを持参参のう

え、福祉地務課老人稽祉儲〈内組219)へ。



(8) 第3宮5塁手

マ
期
日

6
月間
ω百
円
土
)

マ
会
調
松
原
公
民
館

マ
相
説
員
弁
護
士
貝
原
階
光
氏

マ
申
し
込
み
前
日
午
控
百
時
ま
で

に
松
原
公
民
館
(
龍
語
れ
1
六
千
八

ノ、
〉

-̂
平
境
租
務
署
モ
一
は
、
毎
週
木
掴
白

を
「
現
D
特
別
相
離
日
」
と
し
、
東

京
風
税
局
自
覗
務
相
談
留
に
よ
る
税

務
相
訣
議
を
開
い
て
い
る
。

相
談
は
無
制
判
。
匿
名
で
も
相
談
在

費
げ
る
れ
る
。
気
相
号
L
e一
利
用
在
。

マ
税
の
特
別
相
談
百
毎
週
水
曜
日

午
前
9
時
j
午
控
5
時

門

v場
所
平
援
組
務
署
別
館
1
階
相

談
護
(
霞
話
幻
1
一
臨
む
一
O
)

山
畑
増
地
区
存
政
セ

y
タ
ー
で
は
、

地
鐙
初
災
の
学
習
告
を
関
〈
。

マ
朗
自

7
月
潟
H

ロ
(
水
〉

マ
会
場
横
浜
市
民
務
災
セ
ン
次

I

マ
出
発
時
間
午
前
9
時
必
分
に
農

業
会
館
前
者
貸
弱
パ
ス
で
出
発

マ
申
し
込
み
先
県
湘
南
地
ほ
存
政

セ
y
タ
i
県
民
課
(
曜
語
n
i一一七

}
一
〉

マ
耳
鼻
掛

6
月
四
日
(
火
)
午
控

1
時
1
3時

マ
補
聴
器

6
月
計
百
(
木
)
午
前

日
時
l
u時

マ
盤
静
プ
ロ
ッ
ク

6
月
回
目
(
月
)

午
按
1
時
5
3時

会
議
は
平
境
問
題
社
会
館
。
聞
い

告
せ
は
、
市
福
松
総
務
課
霊
穏

社
慌
(
内
緯
司
ゴ
ゴ
一
〉
へ
。

七
月
}
白
か
ら
、
県
縮
合
日
ハ
ピ

日
テ
l
ジ
寄
り
J

由
篭
語
番
号
が
袈
わ

り
、
モ
れ
ぞ
れ
の
所
関
に
直
蚤
で
穏

誌
が
い
か
け
ら
れ
る
よ
ラ
に
な
る
a

マ
7
月
1
日
か
ら
白
篭
謡
番
号

県
総
合
日
ハ
ピ
リ
テ
i
ジ
ョ
ン

・
市
外
聞
謡

O
四
六
二

-
竜
話
交
換
察
組
一
一
一
一
一

e

事
務
局
総
務
課
時
l
一
一
二
ニ

O

ヱ
ア
レ
ホ
y
相
談
相
二
一
一
三
一
一
一

揮
記
余
計
初
級
コ
ー
ス
の
講
沼
会

が
開
聞
か
れ
る
。

マ
日
程

6
月間
μ
日
5
7月
日
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
〈
羽
田
閤
〉

7
時
間
午
前
9
時
i
u時

マ
受
誘
斜
無
棋
(
テ
キ
ス
ト
代
は

回
日
己
負
担
〉

マ
申
し
込
み
先
県
立
藤
沢
高
等
瑞

今
年
も
七
月
五
明
か
ら

五
日
間
、
伝
統
あ
る
七
夕

ま
つ
り
が
調
撞
吉
れ
ま
す
。
間
関
る
い

奇
襲
な
文
化
都
市
の
ま
つ
わ
d

、
日
本

田
去
っ
U
と
し
て
、
市
民
自
誇
り
と

し
た
い
と
患
い
、
次
由
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

七
夕
ま
つ

b
o期
間
中
一
一
一
百
万
人

も
白
人
が
訪
れ
、
そ
む
た
め
に
衝
が

持
れ
、
か
な
D
見
苦
し
い
所
も
あ
D

平
壌
市
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ワ

y
に
も
な

り
一
か
ぬ
ま
せ
ん
。

ク
ロ
I
Yな
七
夕
ま
つ
り
と
な
る

主
フ
観
光
客
へ

F
・
R
若
宮
和
三
フ
と
と

も
に
、
関
揮
者
は
じ
め
、
一
人
一
人

が
ク
ヨ
I
Y化
に
向
ば
て
実
践
す
ベ

常
で
一
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
紅
控
町
小
路
需
鴻
医

v

u

i

y

大
停
戦
と
銘
う
っ
て
、
青
年
包
観
光
客
室
混
雑
す
る
中
で
の
清
掃

平

理

七

夕

ま

つ

り

は

間

協

議

会

在

中

心

に

多

〈

の

一

ポ

一

フ

ン

は

困

難

で

品

D
、
効
果
も
期
待
で
き

お

謹

一

一

三

議

さ

ま

で

主

義

一

7
f
ア
の
協
力
を
一
得
て
、
中
心
街
白
ま
せ
ん
。
晶
、
は
り
一
人
一
人
が
ゴ
ミ

三

十

四

留

を

百

四

王

、

日

本

有

散

の

七

大

濡

掃

が

課

臆

さ

れ

、

ク

リ

i
yキ
を
捨
て
な
い
、
信
を
汚
さ
な
い
心
掛

タ
ま
つ
D
と

し

て

鞄

麗

し

て

い

ま

ヤ

ン

ベ

i
yに
大
き
な
溺
果
世
主
げ
け
が
最
も
大
切
で
す
。

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
名
翼
と
も

ζ

れ

に

つ

い

て

は

、

地

元

町

方

々

で

い

ま

す

。

今

簡

と

も

、

一

層

ク

』

1

ン
な
七

に
そ
れ
に
五
さ
わ
し
い
ま
つ
り
に
し
の
む
協
力
に
よ
る
草
期
収
需
を
畏
施
さ
ら
に
、
最
軒
目
に
は
地
元
の
方
タ
ま
つ
D
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

た
い
と
忌
い
ま
す
。
そ
む
た
め
に
す
る
と
と
も
に
、
露
宮
越
へ
白
自
主
々
と
市
白
職
員
空
中
心
に
、
夜
間
の

Pた
い
と
思
い
ま
す
。

も

、

円

}

指

摘

自

信

の

ク

ロ

ー

ン

化

情

掃

を

要

請

し

て

い

ま

す

。

大

清

掃

も

行

っ

て

い

ま

す

。

八

商

工

謀

〉

は
、
大
き
な
議
題
の
一
〔
」
で
す
。
ま
た
、
日
曜
日
の
阜
朝
に
は
、
ク
し
が
し
、
期
間
中
の
展
開
、
大
勢

クラ -y

軍~ild ，'3 ，~叶

λ ぷミJ 耳鳴をれ V

¥靭う

ょ， G 

業
訓
練
校
(
藤
沢
市
川
名
・
篭
語
。

四
六
六
泊
二
回
二
五
)

南
南
技
能
訓
練
セ

y
タ
ー
で
は
、

隈
接
劇
職
業
訓
訓
練
生
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
人
員
時
人
(
学
館
、
年
齢

世
切
を
慣
わ
な
い
)

マ
割
引
諜
期
間

6
か
月

マ
手
続
き
平
塚
公
共
職
業
安
定
所

で
醤
不
を
畳
け
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
湘
南
境
地
訓
練

セ
y
b戸
i
(電
語
お
l
一
九
一
一
二
)

自慢墨の早朝、青年間在中心!こ大清捕が行われる

加
ヱ
食
品
と
宜
品
添
加
物
を
考
え

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開

か
れ
る
。

円v
日
時

7
月
幻
自
(
火
〉
午
撞
1

時
部
分
i
3時
泊
分

マ
会
場
秦
野
市
控
訴

マ
司
会
評
論
家
疋
木
草
子
民

マ
パ
ネ
ラ
i

東
京
医
斜
寄
掛
大

学
教
授
、
外
村
愚
民
、
日
本
消
費
者

連
盟
代
設
委
員
竹
内
直
一
氏
、
日

輩
食
品
添
加
物
協
会
専
務
譲
事
吉

田
町
努
一
部
民

マ
申
し
込
7
4
先
県
平
境
情
韓
生
活

セ
ン
タ
ー
(
電
語
幻
問
。
九
一
一
一
〉

(
敬
称
賂
)

マ
社
全
福
祉
へ
e
瑛
旧
日
拝
一
万

円
、
鈴
木
標
枝
二
千
円
、
磯
崎
鰯

去
包
千
円
、

T
Y
一
ニ
手
円
、
中

村
小
児
創
世
田
千
百
二
十
五
月
、
震

名
一
千
円
、
相
槙
馬
子
五
千
円

マ
窓
ま
れ
な
い
〈
児
〉
方
へ
・
匿
名

}
千
円

マ
心
身
障
害
(
山
兇
)
者
へ
・
松
原
丞

一
万
円

マ
先
輩
譲
祉
へ
a

蜜
名
一
万
円

マ
者
人
一
福
祉
へ
・
一
老
女
一

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・
平
韓
中
市

重
装
協
力
会
三
十
万
円
、
抽

ク
五
万
円
、
関
肉
親
行
平
協

四
千
悶
百
五
十
五
円
、
生
協

ア
ロ
ッ
ク
七
手
二
百
五
十
一
円
、

花
月
兼
莞
八
七
万
円
、
井
桁
秀
同

一
万
五
芋
一
一
一
百
四
十
五
円
、
府
川

浅
寿
・
鳥
海
ブ
ミ
子
・
内
田
芳
子

三
万
円
、
高
本
医
院
一
万
五
千
九

十
五
月
、
横
溝
抄
子
一
円
一
十
万
円
、

骨
ン
ロ
ー
ト
あ
さ
ひ
商
話
会
三
万

七
千
百
四
十
五
円
、
神
空
協
内
「
は

だ
し
の
ゲ

y
」
寒
行
委
員
会
一
万

円
、
環
境
編
空
業
務
課
一
同
六
百

七
十
九
円
、
平
塚
市
岩
人
ク
ラ
プ
一
連

合
会
十
方
向
、
し
げ
た
篭
気
一
一

千
九
円
、
排
水
暗
証
毘
課
記
作
業
員
一
間

一
万
一
一
邑
五
十
九
円
、
松
原
小
学

校
付
加
犀
度
卒
業
生
父
兄
一
間
七
宇

宙
十
七
円
、
四
ツ
葉
会
一
千
一
一
一
言

一
一
平
一
…
一
向
、
撫
亨
古
臨
時
沢
五
千

円
、
花
京
地
位
老
人
大
学
問
窓
会

一
一
一
千
七
言
三
十
六
円
、
夜
名
五
手

吉
八
十
四
円
、
大
宮
博
司
一
万

円
、
関
口
菊
枝
百
万
円
、
長
田
椙

二
十
万
円
、
つ
く
し
看
護
婦
軍
政

掃
紹
介
所
一
万
丹
、
花
水
朗
友
会

金
丸
七
手
円
、
筏
井
県
五
手
三

百
十
二
月
、
豊
川
寺
(
寒
行
の
神

間
〉
=
一
万
四
手
四
百
一
一
一
十
円
、
佐

藤
武
雄
一
万
円
、
見
約
金
会
長
高

橋
揖
五
万
八
千
百
九
十
円
、
立
花

産
業
構
式
会
社
主
千
六
百
七
十
三

円マ
難
民
救
援
算
金

ち胸

、匂

県動物保護センタ」では、捨て犬、捨て相

こによる自ら犬、のらねこの増加と、犬、向

ιによる主主蓄を防ぐため、今回も次む日程で

いらな〈なった犬、ねζC巡回収容を行う。

当日、犬をtちされる方は「印鑑J 1"式の鑑

杭 1 r注射器等禁J r愛犬浮犠」を持番のうえ

会場へお出，;，，}をさ。なお、収容車由博留時間

は10分間。また、ねζ は腎袋かダンボール舗

に入れていただきたい。

7月7 沼 〔こと) 7月14臼 (ニ主〉

9 ∞ 神田公民貧富 9 ∞ 松原公民察官

9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民館

9 '50 霊華街公)'l';j暗 9 '40 花京公民館

10' 10 揖晶公E議官 10'00 1l1:士見公医ミ貧富

10' 30 金田公民投官 10' 30 中原公民主宮

10' 50 岡崎公医望富 10 ' 55 旭公匡議室

11'10 金自公匡資g 11' 15 吉沢公匡議官

道を通っていた己とから、 ζのi草

を櫛酢街道とも呼んだということ

は、前回述べたと己ろである。

ζの酢白上納がよとまった白は事

保(1716~1736) のころである。

成瀬民の短慮から、京都自製法に

よるも白をi二納したと己ろ、当方

は田舎の酢を好むとして断わられ

てしまったのだという。

乙うして、 ζ の宮下の大がかDな

醸活は中止されていたとζ ろ、寛

政 10年 (798)成瀬氏が使用して

いた道具と、モD製法が高橋E克

仁名前モのf也:不詳)，;，ら、磯部民

仁三日l，夜組〉に伝えられた。

川家:止、その時限迩に{直った大

きな叩くかめ〉を所蔵する。以前

はこれより大きな}目立が沢山あり、

大きな酔蔵もあったことから、相

当大規模であったらしい。専ら海

路江戸に遡び市販していた。

ζ の酢をL走後まで造っていた白

は邑ジ蕗静寂で、治家は借に群島と

呼ばれ、関東大地還で大破するま

で 詐j誌を保存し、また運地用に棋

た。治家の手法、販売先など、資

料な〈、残念ながらわからない。

仁文責臼井弘〉民おたずねは市

交輔さん探仁電話31-0429)へ

三 酢瓶仁すがめ〉

i 成瀬酢

芸 江戸時代を恥G，に、市内中原で

Eは、 rr五糟酢j あるいは f御所成

言瀬宮町 内館庁恨むと称し江戸城「わ

きに納め、また市販もしていた酢

吉 仁す〉を草委i置していた。

三 ζE酢は、古来上等品とされて

2いた和泉仁いずみ〉酢系統の米暴

言で、村民の金1i'商問なる人物がこ

Eの製Z去を伝え醸造していた。

E 乙の酢を江戸城南にしたのは径

三J!i家康で、中原御殿苦詔中、代官

E成瀬主主治の献上によってその味を

さ知り、議冶にこ自由宇の上納を命じ

きたことからという。

E 成瀬民は、それより代々江戸城

主に上納するが、鋭密研究し、一層

きよい物にした。モD鑑れていたζ

きとにつρ て、元禄lC年 (697)子J

三 「本朝食銭」は「市より剥泉酢を

きもってとと為しく中陥コモ白色(I~"，

さ訴のf問、その品甘くして誌だ酢

5 しJ とした後「近{~*回判中原I九鴻1， f記の造る所をともって第一と為す」

-就中中原ま惇製の良少を得て異百

三奇時あD、他の企て及ばざる所J

きと激堕している。

-点瀬民は、 ι¢酢を¥中原村氏

きの弓!く馬白背に着け、同[玉ら轡d

zむもと、 10万石の大名の格式をも

って上納した。 ιの一行は中原街
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し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
ほ
ん

と
う
は
向
だ
っ
た
む
か
と
い
う
ζ

と
に
な
る
と
、
本
人
に
も
わ
か
ら

な
い
こ
F
品
川
苦
い
よ
う
で
す
。

K
君
に
し
て
も
、
羽
田
乙
そ
紫

梗
し
よ
ラ
と
授
業
の
準
聞
を
す
る

の
で
ず
が
、
笠
朝
に
な
る
と
翠
か

ら
一
揖
も
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
そ
う
空
ず

D

K
君
が
悩
み
、
苦
し
ん
だ
の

i
l
k議
の
悩
み

1
1

は
、
な
ぜ
自
売
却
町
時
半
授
に
待
け
な

「
n
ど
ラ
し
て
僕
は
学
校
む
む
い
か
、
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
か
ら

か
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
H
ζ

の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
吋
龍
黙
と
し

己
と
は
最
近
に
な
る
ま
て
、
僕
自
た
不
安
感
、
怠
け
心
、
学
校
へ
の

身
に
も
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
C

恐
怖
心
、
人
間
不
信
}
こ
れ
ら
の

と
で
す
が
、

ζ
の

C
O、
少
し
わ
掘
の
中
有
身
動
告
が
と
れ
な
か

か
っ
て
き
ま
し
炉
、
あ
ま
り
に
も
っ
た
白
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、

ζ

周
恩
白
人
を
長
に
し
す
ぎ
る
自
分
自
ょ
っ
に
自
分
の
内
面
を
み
つ
め

の
性
格
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

い
ま
す
が
、
漠
黙
と
し
一
三
一
二
幹
為
市

2
年
間
の
長
い
揖
月
を

た
不
安
、
自
分
の
怠

h
d
¥
不
必
要
と
し
ま
し
た
。

け
、
学
校
と
い
う
も
の

i

議
設
内
ト
つ
ブ
私

K
君
白
よ
う
な
登
校

へ

の

恐

桝

心

、

人

間

二

一

雲

間

審

議

合

に

は

、

学

信
な
ど
が
あ
っ
た
よ

E

F
仁
h
J
i
J

カ
減
税
に
行
か
な
い
と
い
う

に

思

い

ま

す

」

惑

HAfレ
子
ど
も
の
行
動
ば
か
D

こ
れ
は
、
日
韓
の
五
百
二
一
二
二
噂
に
と
ら
一
わ
れ
な
い
で
、

君
が
、
自
分
が
学
校
に
持
け
な
か
子
ど
も
の
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

っ
た
中
学
時
代
を
ふ
り
か
え
っ
て
で
楢
み
、
モ
し
て
、
苦
し
ん
で
い

の
ζ
と
ば
で
す
。
る
内
面
に
国
者
向
け
、
子
ど
も
の

一
般
に
は
、
頭
痛
、
腹
輔
、
立
場
に
立
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
考

「
学
授
が
お
も
し
ろ
〈
な
い
」
え
よ
ー
っ
と
す
る
姿
勢
ζ
そ
が
大
切

「
い
じ
め
っ
子
が
い
る
」
な
ど
が
な
ζ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
学
校
を
体
出
お
子
さ
ん
の
ζ

と
で
お
悩
み
の

み
出
す
こ
と
が
多
い
も
の
甘
ず
。
方
は
、
お
気
軽
に
な
相
談
を
。

母車イ宇

⑧テーマ ①明縮と平和 ②国際理解、国怒協力に

関連するもの ③函連の精神と活動に「関連するも白

④ l主押白人口、食糧、資源、エホノレギ←問題 ⑤ 

公害、環易問題

⑧ポスター ①小・中学生仁田Y切約39X臼四〉

@高校生く半さい約54X78叩〕

③大学ゾ圭 一般(半さいまたは四Y切〉

文 ・中学生のみ (40C字詰原稿用紙3枚

以内〉

0締め 官j世 7月初日仁金〉

。応葬先市民部地域づく D課市民文化係〈内組

264) 

く〉巡@]8程 6 月 16 日 f土)1C時~1出時紅谷町

舟平市)(平器ライオYズクラブ)/6月21El0(':コ

6月22日 〈金〉 ・6月26El 仁ゾ~) 10時~15時

横慌ゴム/6月26日〈ソo 1C時~15時駅北口/

7月 3司(火〉・ 7月 4日げて) . 7月 5日〈木〉

I師寺~15時 東海大学/7月118仁河口 7月

13日 ζ金) 10時~15時 日産車拡/7月 14日〈土コ

10時 ~15持 ダイクマ〈平車中郡葉角関市会〉

九一ご協力ありがとうございましたー~

小松電子金属部人、横浜ゴムハ rタイト工場51
人、横浜エイロクイッブ73人、キーパー 8人、器

製陪所31人、全農農業技伸センター43人、横慌ト

ヨベット平塚営業所28人、 大東化学工業32人、東

海大学453人、車足;0口286人
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